


長寿バンザイ 第44回
昭和16年１月２日生まれ　84歳

総和地区

小 野 清 市さん

Ｑ．毎日楽しみにしてる事はありますか
Ａ．朝、早く起きて新聞を読むことです。
Ｑ．思い出に残るエピソードはありますか
Ａ．昨年の４月に家族旅行に行ったことです。家族10名

で伊豆旅行へ行きました。
　　その２か月後の６月には山形にさくらんぼ狩りに行

きとても楽しかったです。
Ｑ．長寿の秘訣はなんですか
Ａ．毎日体を動かす事です。
　　毎日ではないのですが週に１回以上は9,000歩くら

い歩きます。
　　後はサニーレタス、キャベツ、カール、ブロッコリ
　　ーと野菜を作る事です。
 　素敵なお話をお聞かせいただきました。これからもお体に気を付けて元気でいらして下さい。
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Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
三
和
支
店
は
６
月

13
日
、
古
河
市
の
圃
場
に
て
く
ら
し
の

活
動
の
一
環
と
し
て
「
玉
ね
ぎ
収
穫
体

験
」
を
行
い
ま
し
た
。
し
ら
ゆ
り
幼
稚

玉
ね
ぎ
収
穫
体
験

参
加
者
に
あ
わ
せ
か
き
餅
を

配
布
し
ま
し
た
。

日
園
児
ら
が
食
べ
る

カ
レ
ー
調
理
に
使
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
同

Ｊ
Ａ
で
生
産
さ
れ
て

い
る
さ
し
ま
茶
を
使

用
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
水
「
さ
し
ま

の
息
吹
」
も
配
布
し

ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
に

野
菜
や
農
業
に
親
し

ん
で
も
ら
う
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
女
性
部
連

合
は
６
月
21
日
、
境
町
民
体
育

館
に
て
第
26
回
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
部
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

開
催
！

　
部
員
の
健
康
増
進
と
豊
か
な
交
流
を
は
か
る
た

め
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
約
１
０
０
名
。
今
回
も
白
熱
し
た
試

合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
く
ら
し
の
活
動
の
一
環
と
し
て
参
加
者

に
「
あ
わ
せ
か
き
餅
」
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

入
賞
チ
ー
ム
は
以
下
の
通
り
。

　
優　
勝　
　
あ
じ
さ
い　
（
総
和
地
区
）

　
準
優
勝　
　
あ
や
め　
　
（
総
和
地
区
）

　
３　
位　
　
み
っ
き
ー
ず
（
古
河
地
区
）

　
３　
位　
　
キ
ャ
ロ
ッ
ト
（
三
和
地
区
）

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

園
の
園
児
、
先
生
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
60
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
収
穫
体
験
の
開
催
に
あ
た
り
同
Ｊ
Ａ
の
板
垣
正
美
代
表

理
事
専
務
は
「
今
日
は
楽
し
く
玉
ね
ぎ
掘
り
を
し
て
、
美

味
し
く
食
べ
て
欲
し
い
。
収
穫
体
験
を
通
し
て
玉
ね
ぎ
が

ど
う
作
ら
れ
て
い
る
か
知
っ
て
ほ
し
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
玉
ね
ぎ
が
出
来
る
ま
で
の
過
程
や
収

穫
方
法
、
注
意
事
項
の
説
明
の
後
、
園
児
ら
は
い
よ
い
よ

畑
に
入
り
、
自
分
の
手
よ
り
も
大
き
な
玉
ね
ぎ
を
次
々
収

穫
す
る
と
「
み
ん
な
と
収
穫
で
き
て
楽
し
い
」「
玉
ね
ぎ
を

抜
く
の
は
大
変
だ
っ
た
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
後
、
玉
ね
ぎ
は
同
地
区
銘
柄
の
こ
こ
惚
れ
に

ん
じ
ん
、
じ
ゃ
が
い
も
と
共
に
幼
稚
園
に
届
け
ら
れ
、
後
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Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
６
月
12
日
、
13
日
の
２
日
間
、
境

町
の
本
店
に
て
令
和
７
年
度
農
業
簿
記
記
帳
代
行
会
員
を

対
象
に
、
農
業
簿
記
の
記
帳
代
行
上
期
の
個
別
面
談
会
を

開
き
、
会
員
53
人
が
参
加
し
茨
城
県
中
央
会
と
Ｊ
Ａ
担
当

者
が
面
談
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
で
は
、
農
業
従
事
者
に
代
わ
っ
て
複
式
簿
記
に

よ
る
記
帳
の
代
行
か
ら
、
税
理
士
に
よ
る
決
算
書
、
所
得

税
・
消
費
税
の
申
告
書
等
の
作
成
提
出
や
、
源
泉
徴
収
、

年
末
調
整
の
事
務
代
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

会
員
の
申
告
補
助
を
行
う
こ
と
で
、
会
員
の
申
告
や
経
理

事
務
の
負
担
を
減
ら
し
、
農
家
が
農
業
に
専
念
で
き
る
環

記
帳
代
行
個
別
面
談
実
施

　
古
河
税
務
署
管
内
農
業
青
色

申
告
連
合
会
は
５
月
16
日
、
境

町
の
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
本
店
で

令
和
７
年
総
会
を
開
き
、
令
和

６
年
度
の
事
業
報
告
、
令
和
７

年
度
の
事
業
計
画
な
ど
３
議
案

を
承
認
し
ま
し
た
。

古
河
税
務
署
管
内

農
業
青
色
申
告
会
連
合
会
総
会

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
６
月
４
日
、
五
霞
町
の

五
霞
倉
庫
で
２
０
２
５
年
産
麦
の
初
頭
検
査
を

行
い
、
農
産
物
民
間
検
査
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
15

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
谷
島
勇
常
務
理
事
は
「
地
域
間
の
格
差
が
な

い
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
目
を
合
わ
せ
て
こ
れ
か

大
麦
の
検
査
始
ま
る

　
今
年
の
梅
雨
入
り
は
遅
く
や
っ
と
梅
雨
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る

曇
り
空
。
６
月
12
日
・
13
日
に
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く

も
り
」
で
は
日
頃
元
気
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
感
謝
を
込
め
て
「
お
菓
子
の
日
」
と
銘
打
っ
て
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
座
る
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
は

た
く
さ
ん
の
お
菓
子
。

　
皆
さ
ん
に
配
っ
た
袋
に
好
き
な
お
菓
子
で
飾
り
付
け
。「
ま
あ
、

梅
雨
空
も
吹
き
飛
ぶ「
ぬ
く
も
り
」で「
お
菓
子
の
日
」

所
得
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

同
日
の
総
会
に
は
松
谷
古
河
税
務
署
長
を
は
じ
め
、
税
務

署
関
係
者
、普
及
セ
ン
タ
ー
、連
合
会
役
員・理
事
、Ｊ
Ａ
茨

城
む
つ
み
、
Ｊ
Ａ
岩
井
職
員
ら
34
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
古
河
税
務
署
上
席
国
税
調
査
官
の
渡
邉

様
を
講
師
に
招
き
、
令
和
７
年
度
税
制
改
正
等
に
つ
い
て

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
会
で
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

会　
長　
渡
辺　
澄
夫
（
古
河
地
区
農
業
青
色
申
告
会
会
長
）

副
会
長　
初
見　
　
悟
（
Ｊ
Ａ
岩
井
農
業
青
色
申
告
会
会
長
）

副
会
長　
知
久　
浩
之
（
五
霞
地
区
農
業
青
色
申
告
会
会
長
）

会　
計　
青
木　
和
樹
（
猿
島
地
区
農
業
青
色
申
告
会
会
長
）

会　
計　
金
久
保
祐
一
（
境
地
区
農
業
青
色
申
告
会
会
長
）

監　
事　
安
田　
隆
雄
（
総
和
地
区
農
業
青
色
申
告
会
会
長
）

監　
事　
染
野　
正
美
（
三
和
地
区
農
業
青
色
申
告
会
会
長
）

　
ま
た
、
永
年
連
合
会
役
員
と
し
て
尽
力
い
た
だ
い
た
小

島
信
宏
さ
ん
へ
同
連
合
会
と
古
河
税
務
署
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
連
合
会
は
古
河
税
務
署
管
内
（
古
河
市
、
坂
東
市
、

境
町
、
五
霞
町
）
の
各
地
区
農
業
青
色
申
告
会
員
合
わ
せ

て
２
７
３
人
で
構
成
。
税
務
、
経
理
及
び
経
営
の
調
査
研

究
な
ら
び
に
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
農
業
課
税
対
策
を

行
い
、
農
業
経
営
の
安
定
的
発
展
を
目
指
し
、
研
修
会
や

相
談
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
連
合
会
の
染
野
正
美

会
長
は
「
申
告
を
す
る
際
の
計
算
は
難
し
い
の
で
、
不
明

な
点
は
税
務
署
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
業

挨拶をする染野正美会長

境
づ
く
り
と
適
正
な
納
税
を
実

現
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
参
加
者
は
一
対
一
で
担
当
者

と
面
談
し
「
複
雑
な
内
容
な
の

で
、
詳
し
く
説
明
を
受
け
ら
れ

て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
担
当
者
は
「
記
帳
代
行

事
業
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
農

ら
の
検
査
を
行
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
検
査
に
当
た
っ
て
は
、
麦
の

搬
入
・
倉
入
れ
等
に
は
十
分
注
意
し
て
水
分
補
給
な
ど
し
て
事
故

の
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
検
査
を
し
た
の
は
、
小
粒
大
麦
の
カ
シ
マ
ゴ
ー
ル
18
㌧

で
、
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
検
査
員
が
目
合
わ
せ
も
含
め
て
品
質
の
確
認

を
し
、
等
級
付
け
を
行
っ
た
結
果
、
初
日
の
大
麦
は
全
て
２
等
と

な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
職
員
13
人
が
農
産
物
民
間
検
査
員
の
資
格
を
持
ち
、

各
地
区
の
登
録
検
査
場
で
、
大
麦
・
小
麦
の
検
査
を
８
月
末
ま
で

行
っ
て
い
き
ま
す
。 キ

レ
イ
」「
楽
し
い
」
と
手
に
取
る
皆
さ
ん
の
目

が
輝
い
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
種
類
の
あ
る
お

菓
子
を
詰
め
込
ん
で
お
土
産
に
持
ち
帰
り
ま
し

た
。
６
月
は
時
節
を
感
じ
る
行
事
が
あ
り
ま
せ

ん
が
そ
の
日
は
梅
雨
空
も
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
盛

り
上
が
る
一
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま
し
た
。

業
従
事
者
の
負
担
軽
減
・
所
得
向
上
に
繋
が
れ
ば
」
と
話

し
ま
し
た
。
今
後
も
面
談
を
予
定
し
、
農
業
者
の
事
務
負

担
軽
減
と
客
観
的
な
経
営
見
直
し
の
提
案
や
指
導
を
し
て

い
き
ま
す
。



総和支店、五霞支店のむつみの日の様子は８月号にて掲載します！

　ＪＡ茨城むつみでは、６月13日、各支店でむつみＷeek dayを開催しました。イベントは利用者の皆さまに
日頃の感謝を伝えるために行われたもので、新鮮な野菜果物や食料品、肥料農薬の販売などが実施され、平日
であったにもかかわらず多くの方にご来場いただきました。
　また「くらしの活動」の一環として、来場された方に当ＪＡ管内生産さしま茶を100％使用したペットボ
トル飲料水『さしまの息吹』の配布を行いました。 

むつみWeek day開催！
むつみWeek day開催！

ご来場ありがとうござ
いました！！

境支店 トマト、キャベツ、ナスの無料配布を行いました。
女性部でやきそば販売を行いました。

三和支店 ポップコーン、にんじんの無料配布、さしま茶の試飲を行いました。
年金友の会の会員に記念品のプレゼントをしました。

古河支店 ローズポークの試食、トマトのプレゼントをしました。
女性部で赤飯、フランクフルトの販売を行いました。

猿島中央支店 ローズポークの試食、トマトの無料配布を行いました。
年金友の会の会員限定の購買品抽選会を行いました。
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〒306-0404 茨城県猿島郡境町長井戸23
茨城むつみ農業協同組合 ☎0280-87-1161 総務企画部 総務人事課問い合わせ先

職員募集令和８年度採用
JA茨城むつみ

正職員

総合職

茨城むつみ農業協同組合管内（境町、五霞町、
古河市、坂東市（旧猿島町））の本店または支店、
事業所

高校、大学、短大、専門学校を令和８年３月に
卒業予定の方もしくは上記各既卒者で31歳未満

（令和８年４月１日時点）までの方

大卒（新卒の場合）：190,580円（基本給）～＋その他手当
短大・専門卒（新卒の場合）：180,000円（基本給）～
＋その他手当
高卒：167,580円（基本給）～＋その他手当

月～金（８：30～17：00）休憩60分
（配属先により変更の場合有り）

土曜、日曜、祝祭日（配属先により変更の場合有り）
年末年始、有給休暇、誕生日休暇、リフレッシュ休暇、
特別休暇

雇 用 形 態

募 集 職 種

勤　務　地

応 募 資 格

月　　　給

勤 務 時 間

休 日 休 暇

昇給年１回、賞与年２回、厚生年金、各種保険完備、
各種手当（世帯、通勤、資格）等

当組合指定履歴書（写真貼付）、卒業見込証明書、
成績証明書、写真１枚　タテ４cm×ヨコ３cm

①Web試験：一般教養（文章読解力、数的能力、
論理的思考力、社会常識、基礎英語力）、適正検査、作文
②面接試験（個別面接）

日時　令和７年７月31日㈭　午後１時30分～
場所　茨城むつみ農業協同組合　本店２階
　　　式場控室

マイナビ2026よりエントリーの上、
令和７年７月31日㈭開催の説明会へ
ご参加ください。
高校在学中の方は進路指導の先生を
通じ、令和７年７月30日㈬開催の高
校在学生向け会社見学会へご参加く
ださい。

待　　　遇

提 出 書 類

選 考 方 法

説　明　会

応 募 方 法

マイナビ2026

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
猿
島
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
６
月
16
日
、
こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
、
と
う

も
ろ
こ
し
目
揃
え
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
、
市
場
関
係
者
、
同
Ｊ
Ａ
職
員
等
26
名
が
参

加
し
、
規
格
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
塚
原
敏
夫
部
会
長
は
「
今
日
の
目
揃
え
会
で
意
見
交
換
し
な
が
ら
ひ
と
つ
の

目
を
揃
え
て
良
い
物
を
販
売
し
て
欲
し
い
。
ま
た
こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
の
で
暑
さ
に
注
意
し
な

夏
の
販
売
に
向
け
て
と
う
も
ろ
こ
し
目
揃
え
会

が
ら
作
業
に
あ
た
っ
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
低
温
や
日
照
不
足
の
影
響
を
受
け
、
例
年
よ
り
実
が
細

い
圃
場
や
鳥
獣
害
で
の
数
量
減
の
圃
場
が
見
受
け
ら
れ
た
。
現
在

も
曇
天
や
降
雨
が
多
く
一
週
間
遅
れ
て
い
る
が
、
今
週
よ
り
天
候

が
回
復
し
気
温
も
上
昇
し
生
育
も
順
調
に
な
り
出
荷
数
量
も
増
加

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
目
揃
え
会
で
は
現
品
を
サ
ン
プ
ル
に
病
害
虫
、
つ
ぶ
の
不
揃
い
、

未
熟
、
見
た
目
と
も
に
品
質
を
確
認
し
た
。
同
地
区
の
と
う
も
ろ

こ
し
の
出
荷
は
６
月
中
旬
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
８
月
上
旬
ま
で

続
き
ま
す
。

古
河
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
へ
新
鮮
野
菜
寄
贈

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
、
古
河
市
役
所
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
主
催
の
第
39
回
古
河
市
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
大
会
（
６
月
14
日
開
催
）
の
参
加

賞
・
景
品
と
し
て
、
野
菜
生
産
部
会
の
協
力
の
も
と
、
総
和

地
区
の
き
ゅ
う
り
・
キ
ャ
ベ
ツ
、
三
和
地
区
の
苦
瓜
、
猿
島

地
区
の
ト
マ
ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
は
チ
ー
ム
ご
と
に
、
約
７
～

８
㎞
の
コ
ー
ス
の
途
中
に
あ
る
色
々
な
問
題
を
解
き
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
も
の
で
、
参
加

賞
に
加
え
、
順
位
に
よ
っ
て
景
品
も
も
ら
え
る
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
谷
島
勇
常
務
理
事
は
「
地
元
の
野
菜
生
産
農
家
の
み
な
さ
ん
が
育
て
た
野
菜
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
今
が
旬
の
野
菜
を
地
元
住
民
の
み
な
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
健
康

増
進
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
協
賛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

5



二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

1
2
3
4
6
8
10

11
13
14
16

ー
夏休みの朝に通ってスタンプをもらいます
早起きは三文のー
サーファーが乗ろうとするもの
アルコール分が含まれていない飲み物
疑問文では上げることが多い
葛まんじゅうの中に包み込まれているもの
デジタル時代になりーの文字を見る機会が減
りました
騎手が乗っていません
観光、スクール、二階建てといえば
鳥の体に生えるもの
うな重と一緒にー吸いを注文した

2
5
7
9
10

11
12
14
15
16
17

当
選
者

３人組のこと
閻魔大王がいるところ
ハワイ州の州都、ホノルルがある島
浴衣を着てーを締めた
ショッピングモールには多くのーが
入っている
左右反対に映ります
メロンの生産量が日本一である県
糸を通して布を縫います
１とその数自体しか約数を持ちません
俵万智の第一歌集『サラダー日』
阿寒湖で育つものが有名な藻類

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
持
っ
た
記
事
は
、ど
れ

　
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  

生
活
企
画
課
　
行

404060385

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）1185（生活企画課行とお書きください。）

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
生
活
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
７
月
31
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　第375号の答えは、「シバザクラ」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
● 山中　賢治 ● 橋本　繁子 ● 中村　菊雄
● 坂東かほる ● 関　　直美 ● 初見　　太

５月号の答え
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
シ バ ザ ク ラ

メールでの
ご応募は

こちらから

⬇タテのカギ ➡ヨコのカギ

令
和
７
年
６
月
30
日

●
報
告
事
項
　
　

１
）
令
和
７
年
５
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
令
和
７
年
度
上
期
監
事
監
査
実
施
要
領
に
つ
い
て

４
）
令
和
７
年
度
余
裕
金
運
用
実
績
、
評
価
損
益
お

よ
び
限
度
額
管
理
報
告
に
つ
い
て

５
）
令
和
７
年
度
運
用
計
画
額
お
よ
び
余
裕
金
運
用

方
針
に
つ
い
て
（
第
２
四
半
期
・
年
次
）

６
）
令
和
７
年
貯
金
保
険
料
納
付
に
つ
い
て

７
） 

２
０
２
５
年
産
米
集
荷
応
援
定
期
貯
金
（
仮

称
）
に
つ
い
て

８
）
令
和
７
年
度 
紳
士
・
婦
人
服
推
進
要
領
に
つ

い
て

９
）
令
和
７
年
産
米
　
出
荷
契
約
進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
身
元
信
用
保
険
加
入
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
役
員
の
普
通
傷
害
保
険
加
入
に
つ
い

て（
案
）

第
３
号
議
案
　
総
代
定
数
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
４
号
議
案
　「
自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
」
の
全

部
改
正
に
つ
い
て（
案
）

第
５
号
議
案
　
理
事
貸
出
金
に
つ
い
て（
案
）

令
和
７
年
６
月
30
日

●
付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
７
年
度
上
期
監
事
監
査
実
施
要

領
に
つ
い
て（
案
）

第
５
回
理
事
会
だ
よ
り

第
５
回
監
事
会
だ
よ
り

6 ＪＡ茨城むつみ　７月号



ＪＡ茨城むつみ相続サポート情報No.22

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

【材料】
たまご……………３個

醤油…………大さじ３
みりん………大さじ２
白だし………小さじ１
ごま油………大さじ１

ねぎ…………1/4本
だしの素……小さじ１
砂糖…………大さじ１
水……………大さじ３

① 卵をお好みの硬さに茹で殻をむく。（茹で時間は６分30秒～10分目安）

② ねぎをみじん切りにしてⒶの材料を鍋に入れ煮立たせる。

③ 粗熱が取れたら①と②をジップロック等に入れ軽く揉みこむ。

④ 冷蔵庫に入れ一晩置いたら完成です。

提供
猿島中央支店職員

相続に関するご相談を受付専門家（税理士・司法書士等）との連携で組合員の皆様をご支援致します。

【相続・遺言・贈与・事業承継等】お気軽にお問い合わせください。秘密厳守致します。

ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  TEL 0280―87―1161
E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先お気軽にお問い合わせください。

【作り方】【作り方】

相続・遺言・贈与でお悩みの方、ＪＡが士業と連携し、手続きをサポート！

Ⓐ

固定資産課税明細書があれば、
　　相続財産を無料で調べられます。
相続が発生する前に、
  土地 ・ 建物の評価をしてみませんか！
　      　 （見積作成致します。）　　　　
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